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＜予報の概要＞  
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気象予報  

 近 畿地 方  １ か月 予報 （ 10/28～ 11/27）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 向 こう １か 月 の気 温、 降 水量 、日 照時 間の 各 階級 の確 率 （％ ）  
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気  温 近畿地方

降水量 近畿地方

10 30 60
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20 40 40

低い（少ない） 平年並 高い（多い）

期間の前半は、気温がかなり高くなる可能性があります。

天候
近畿日本海側では、期間の前半は、天気は数日の周期で変わりますが、平年に比べ晴れの日が多い
でしょう。期間の後半は、平年と同様に曇りや雨の日が多いでしょう。近畿太平洋側では、天気は
数日の周期で変わりますが、平年に比べ晴れの日が多いでしょう。

向こう１か月
気温 平均気温は、高い確率60％です。

10/28～11/27
降水量 降水量は、平年並または少ない確率ともに40％です。

日照時間 日照時間は、平年並または多い確率ともに40％です。

１週目
10/28～11/03

２週目
11/04～11/10

３～４週目
11/11～11/24

2023年10月26日14時30分 大阪管区気象台 発表

特に注意を要する事項

気温 １週目は、高い確率50％です。

気温 ２週目は、高い確率70％です。

気温 ３～４週目は、平年並または高い確率ともに40％です。



Ⅰ．野菜・花き  

 

＜エンドウ＞  

 １． 褐斑病 、褐 紋病  

  （ １）予 報内 容   発生 量  並  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  県中 部の 露地栽 培に おけ る 10 月中旬 の発生 ほ場 率は ０％（ 平年 ：発生

ほ場率 17％ 、発病 葉率 0.6％ ）で あった 。  

    ②  11 月 の気 象予報 によ る。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  多湿 ほ場 で発生 しや すいの で 、排水 を良く する 。  

    ②  施設 栽培 では、 降雨 が多い と 予想さ れる場 合は 早め にビニ ル被 覆を行  

     う 。  

    ③  薬剤 の予 防散布 に努 める。  

    ④  種子 伝染 するの で、 発生ほ 場 では採 種しな い。  

 

 ２． うどん こ病  

  （ １）予 報内 容   発生 量  並  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  県中 部の 露地栽 培に おけ る 10 月中旬 の発生 ほ場 率は 13％（ 平年 ６

％）、 発病葉 率は 0.2％ （平 年 1.0％） であ った。  

    ②  11 月 の気 象予報 によ る。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  施設 栽培 では、 低温 期でも 乾 燥する と発生 しや すい 。  

    ②  下位 葉に 病斑を 認め たら薬 剤 散布を 行う。  

 

 ３． つる枯 細菌 病  

  （ １）予 報内 容   発生 量  並  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  県中 部の 露地栽 培に おけ る 10 月中旬 の発生 ほ場 率は ０％（ 平年 ：発生

ほ場率 １％、 発病 葉率 0.0％ ）で あった 。  

    ②  11 月 の気 象予報 によ る。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  本病 は、 褐斑病 、褐 紋病と 葉 の病斑 が似て いる ので 注意す る。 褐斑病 、

褐紋病 の病斑 は日 光に 透かし ても 不透明 で あるの に対し 、本 病は 光が透 け

て見え ること で区 別で きる。  

    ②  防風 ネッ トは予 防効 果が高 い 。  

    ③  種子 伝染 するの で、 発生ほ 場 では採 種しな い。  

 

 ４． ハダニ 類  

  （ １）予 報内 容   発生 量  やや少  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  県中 部の 露地栽 培に おけ る 10 月中旬 の発生 ほ場 率は 12％（ 平年 34

％）、 生息株 率は 1.8％ （平 年 14.9％） で あった 。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  薬剤 散布 にあた って は薬液 が 葉裏に 十分か かる よう に行う 。  

 

 ５． ウラナ ミシ ジミ  

  （ １）予 報内 容   発生 量  並  

  （ ２）予 報の 根拠  



    ①  県中 部の 露地栽 培に おけ る 10 月中旬 の被害 発生 ほ場 率は 63％（ 平年 70

％）、 被害株 率は 12.5％（平 年 26.0％ ）で あった 。被害 さや 率は 2.8％

（平年 8.0％ ）、 １花あ たり の産 卵数は 0.26 個（ 平年 0.20 個 ）で あっ

た。  

    ②  11 月 の気 象予報 によ る。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  食入 加害 された さや は、ほ 場 の外に 持ち出 し処 分す る。  

    ②  主な 産卵 部位で ある 花や蕾 に 薬液が 十分か かる よう 、７～ 10 日 間隔 で防  

     除 を行 う。  

  

 

＜ハクサイ、キャベツ＞  

 １． 黒斑細 菌病  

  （ １）予 報内 容   発生 量  並  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  県北 部の ハクサ イ、 キャベ ツ におけ る 10 月下 旬の発 生ほ 場率は いず れ

も０％ （平年 ：ハ クサ イ０％ 、キ ャベツ ０ ％）で あった 。  

    ②  11 月 の気 象予報 によ る。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  降雨 前に 薬剤を 予防 散布す る 。  

 

 ２． アブラ ムシ 類  

  （ １）予 報内 容   発生 量  並  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  県北 部の キャベ ツに おけ る 10 月下旬 のモモ アカ アブ ラムシ の発 生ほ場

率は０ ％（平 年： 発生 ほ場率 19％ 、生 息株 率 3.0％）、 ニセ ダイコ ンア ブ

ラムシ の発生 ほ場 率は ９％（ 平年 35％ ）、 生息株 率 3.6％（ 平年 7.8％ ）

であっ た。  

    ②  黄色 水盤 （紀の 川市 ）へ の 10 月１～ 20 日 の飛来 数は 、 54 頭（平 年 42.3

頭）で あった 。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  薬剤 散布 にあた って は薬液 が 株元の 葉裏に 十分 かか るよう に行 う。  

 

 ３． コナガ  

  （ １）予 報内 容   発生 量  やや多  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  県北 部の キャベ ツに おけ る 10 月下旬 の発生 ほ場 率は ０％（ 平年 ：発生

ほ場率 ７％、 10 株 あた り生息 密度 0.0 頭） であっ た。  

    ②  フェ ロモ ントラ ップ によ る 10 月１～ 20 日 の誘殺 数は 、和歌 山市 157 頭

（平年 55.2 頭） 、紀の 川市 １頭（ 平年 0.1 頭）で あった 。  

③  11 月の 気象予 報に よる。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  薬剤 抵抗 性の発 達を 遅らせ る ために 、同一 系統 の薬 剤は連 用し ない。  

 

 ４． ヨトウ ガ  

  （ １）予 報内 容   発生 量  やや多  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  県北 部の キャベ ツに おけ る 10 月下旬 の発生 ほ場 率は 18％（ 平年 １

％）、 生息株 率 2.3％（ 平年 0.2％ ）で あっ た。  

    ②  フェ ロモ ントラ ップ によ る 10 月１～ 20 日 の誘殺 数は 、紀の 川市 12 頭

（平年 6.7 頭 ）で あっ た。  



  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  発生 初期 の若齢 幼虫 の防除 に 努める 。  

 

＜野菜・花き全般＞  

 １． シロイ チモ ジヨ トウ  

  （ １）予 報内 容   発生 量  並  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  県北 部の キャベ ツに おけ る 10 月下旬 の発生 ほ場 率は ０％（ 平年 ：発生

ほ場率 ５％、 生息 株率 0.3％ ）で あった 。  

    ②  県中 部の 露地栽 培エ ンドウ に おける 10 月 中旬 の発生 ほ場 率は０ ％（ 平

年：発 生ほ場 率４ ％、 生息株 率 0.5％） で あった 。  

    ③  フェ ロモ ントラ ップ によ る 10 月１～ 20 日 の誘殺 数は 、紀の 川市 84 頭

（平年 19.1 頭） 、御坊 市 97 頭（ 平年 64.2 頭）で あった 。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  幼虫 が中 ～老齢 期に なると 薬 剤感受 性が著 しく 低下 するの で、 若齢期

（ふ化 幼虫の 集団 の食 害によ る白 変葉が み られた とき） の防 除を 心がけ

る。  

    ②  薬剤 抵抗 性の発 達を 遅らせ る ために 、同一 系統 の薬 剤は連 用し ない。  

 

 ２． ハスモ ンヨ トウ  

  （ １）予 報内 容   発生 量  並  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  県北 部の キャベ ツに おけ る 10 月下旬 の発生 ほ場 率は 18％（ 平年 18

％）、 生息株 率は 0.9％ （平 年 2.1％） であ った。  

    ②  県中 部の 露地栽 培エ ンドウ に おける 10 月 中旬 の発生 ほ場 率は０ ％（ 平

年：発 生ほ場 率 21％、 生息株 率 3.4％） で あった 。  

    ③  フェ ロモ ントラ ップ によ る 10 月１～ 20 日 の誘殺 数は 、和歌 山市 2,836

頭（平 年 1,512 頭 ）、 紀の川 市 1,512 頭 （ 平年 1,023 頭 ）、 御坊 市 2,973

頭（平 年 2,471 頭 ）、 印南町 541 頭（平 年 946 頭 ）であ った 。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  シロ イチ モジヨ トウ に準ず る 。  

 

 ３． オオタ バコ ガ  

  （ １）予 報内 容   発生 量  やや多  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  県北 部の キャベ ツに おけ る 10 月下旬 の発生 ほ場 率は ０％（ 平年 ：発生

ほ場率 ８％、 生息 株率 0.6％ ）で あった 。  

    ②  県中 部の 露地栽 培エ ンドウ に おける 10 月 中旬 の発生 ほ場 率は 24％（ 平

年 15％ ）、 生息株 率 3.5％（ 平年 3.3％ ） であっ た。  

    ③  フェ ロモ ントラ ップ によ る 10 月１～ 20 日 の誘殺 数は 、紀の 川市 121 頭

（平年 30.3 頭） 、御坊 市 73 頭（ 平年 31.0 頭）、 印南 町 156 頭（ 平年 28.

2 頭） であっ た。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  中～ 老齢 幼虫に 対す る薬剤 の 防除効 果は低 いの で、 若齢幼 虫期 に防除 す

るよう 努める 。  

 

 

Ⅱ．果  樹  

 



＜ カ ンキ ツ ＞  

 １． 果実腐 敗病 （緑 かび病 、青 かび病 ）  

  （ １）予 報内 容   発生 量  やや少  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  県北 部（ 海南市 下津 町）、 県 中部、 県南部 （田 辺市 ）にお ける 10 月 中

旬のウ ンシュ ウミ カン 樹上果 実の 緑かび 病 発生ほ 場率は ３％ （平 年 13％ ）

であっ た。  

    ②  11 月 の気 象予報 によ る。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  樹上 の発 病果や 、こ れに接 触 してい る果実 は速 やか に除去 する 。  

    ②  収穫 前の 薬剤散 布を 励行す る 。  

    ③  果実 は丁 寧に取 り扱 い、果 面 に傷を つけな い。  

 

 ２． ミカン ハダ ニ  

  （ １）予 報内 容   発生 量  やや多  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  県北 部（ 海南市 下津 町）、 県 中部、 県南部 （田 辺市 ）にお ける 10 月 中

旬の発 生ほ場 率 23％（ 平年 11％） 、発 生葉 率は 4.8％（ 平年 1.7％ ）で あ

った。  

    ②  11 月 の気 象予報 によ る。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  収穫 前の 薬剤散 布は 使用基 準 に特に 留意す る。  

    ②  収穫 時期 まで袋 かけ を行う 品 種では 袋かけ 前に 発生 状況を 確認 し、必 要

に応じ て薬剤 散布 を行 う。  

    ③  薬剤 抵抗 性の発 達を 遅らせ る ため、 同一系 統の 薬剤 は年間 に２ 回以上 使

用しな い。  

 

 ３． カメム シ類  

  （ １）予 報内 容   発生 量  やや少 ～ 並  

  （ ２）予 報の 根拠  

    ①  紀の 川市 粉河の 予察 灯によ る 10 月１ ～ 20 日の 誘殺数 は、 チャバ ネア オ

カメム シが 226 頭 （平 年 192 頭） 、ツヤ ア オカメ ムシ が 289 頭（ 平年 329

頭）で あった 。  

    ②  有田 川町 奥の予 察灯 によ る 10 月１～ 20 日 の誘殺 数は 、チャ バネ アオ カ

メムシ が 25 頭（ 過去９ 年の 平均 100 頭 ）、 ツヤア オカメ ムシ が 29 頭（ 同

514 頭 ）であ った 。  

    ③  みな べ町 東本庄 の予 察灯に よ る 10 月 １～ 20 日 の誘殺 数は 、チ ャバネ ア

オカメ ムシ が 310 頭（ 平年 1,151 頭）、 ツ ヤアオ カメム シが 3,161 頭（ 平

年 7,847 頭） であ った 。  

  （ ３）防 除上 考慮 すべき 諸点  

    ①  ほ場 内で の発生 及び 被害状 況 をよく 観察し 、発 生に 応じて 防除 を行う 。  

    ②  発生 がみ られる ほ場 で薬剤 散 布する 場合は 、収 穫期 の散布 とな るので 使

用基準 に十分 注意 する 。  

 

 

 

 

 

 

 

 



  本 情報は 、下 記の 方法で もご 覧頂け ま す。  

 ○ 農 業 環境 ・鳥 獣 害対 策室 ウ ェブ ペー ジ    <農作 物病 害虫 防除所 > 

  h t t p s : / / w w w . p r e f . w a k a y a m a . l g . j p / p r e f g / 0 7 0 3 0 0 / 0 7 1 4 0 0 / b o u j y o s y o - y o s a t s u j y o u h o u . h t m l  

 ○ 和 歌 山県 ホー ム ペー ジ    <わか やま 県 政ニュ ース > 

  h t t p : / / w a v e . p r e f . w a k a y a m a . l g . j p / n e w s / k e n s e i /  

 

 ※詳 しくは 、農 作物 病害虫 防除 所の各 担 当まで お願い しま す。  

   水稲、 野菜 、花 き  

    本 所 （ 紀 の 川 市 、 農 業 試 験 場 内 ）             TEL 0736-64 -2300 

   カンキ ツ  

    有 田 川 駐 在 （ 有 田 川 町 、 果 樹 試 験 場 内 ）          TEL 0737-52 -4320 

   カキ、 モモ  

    紀 の 川 駐 在 （ 紀 の 川 市 、 果 樹 試 験 場 か き ・ も も 研 究 所 内 ）  TEL 0736-73 -2274 

   ウメ  

    み な べ 駐 在 （ み な べ 町 、 果 樹 試 験 場 う め 研 究 所 内 ）     TEL 0739-74 -3780 

 

 


